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【目的】血漿好中球エラス夕ーゼ値が全身性炎症反応症候群（SIRS) との閨連において急性肺障害
(ALI)および急性呼吸窮迫症候群（A R D S )の発症予測因子になるか検討した。
【対象】SIRSと診断された23症例を対象とした。
【方法】S I R Sと診断された日から血漿好中球エラス夕ーゼ値を経時的に測定した。臨床経過から、 
①SIRS単 独 群 （SIRSのみで経過した群、5 例)、②グループA (SIRSから ALI/ARDSを発症したが人 
エ呼吸器管理を必要としなかった群、9 例）、③グループB (SIRSから ALI/ARDSを発症し人工呼吸器 
管理を必要とした群、9 例）の 3 群に分類し、血漿好中球エラス夕ーゼ値の群間差を評価した。
【結果】血漿好中球エラス夕ーゼ値は、健常者対照群（43. 7±5.4 ng/inl)と比較して、全ての群で 
有意な上昇を認めた。各群の血漿好中球エラス夕ーゼ値は、SIRS単独群では126.9±11. Ong/ml、グ 
ループ A  では 316. 2±68. 9ng/ml、グループ B  では 458. 4±132. 8ng / m lであった。SIRS から ALI/ARDS 
を発症したグループA とグループB の血漿好中球エラス夕ーゼ値は、SIRS単独群よりも有意な上昇 
を認めた。血漿好中球エラス夕ーゼ値はSIRS単独群では全例、経過中は常に220 ng/ml未満であっ 
た。SIRSからALI/ARDSとなった18症例のうち13症例においては、血漿好中球エラス夕ーゼの最大 
値 は 220 ng/ml以上であった。血清中の炎症性サイト力イン（IL-ip、IL-6、 IL-8、 IL-10、 IL-12 
およびTNF-oc)の値はこれらの症例において上昇を認めたが、群間に有意差を認めなかった。
【結論】SIRS患者においては、血漿好中球エラスターゼ値が220 ng/ml以上になるとA U / A R D Sを発 
症する可能性が高いと考えられた。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
全身性炎症反応症候群（SIR S )との関連において、血漿好中球エラス夕ーゼ値が急性肺障害（ALI) 
及び急性呼吸窮迫症候群（A R D S )の発症予測因子になるか検討した。
SIR Sと診断された23例を対象とした。SIRSと診断された日から血漿好中球エラス夕ーゼ値を経時 
的に測定した。臨床経過から、SIRS単 独 群 （SIRSのみで経過した群；5 例）、グループA (SIRSから 
ALI/ARDSを発症し、人工呼吸器管理を必要としなかった群；9 例）及びグループB(SIRSから ALI/ARDS 
を発症し、人工呼吸器管理を必要とした群；9 例）の 3 群に分類し、血漿好中球エラス夕ーゼ値の群 
間差を評価した。
血漿好中球エラスターゼ値は、健常者対照群（43.7 土 5.4 n g / m l )と比較して、全ての群で有意 
な上昇を認めた。各群の血漿好中球エラスターゼ値は、SIRS単独群では126. 9 土 11.0 ng/ml、グル 
ープ A では 316. 2 土 68. 9ng/mK グループB では 458. 4 ± 132. 8 ng/mlであった。SIRS から AU/ARDS 
を発症したグループA とグループB の血漿好中球エラス夕ーゼ値は、SIRS単独群よりも有意な上昇 
を認めた。経過中の血漿好中球エラス夕ーゼ値は、SIRS単独群では全例220 ng/ml未満であった。 
SIRSから ALI/ARDSとなった18例のうち13例においては、血漿好中球エラス夕ーゼの最大値は220 
ng/ml以上であった。血清中の炎症性サイト力イン（IL-1(3、IL-6、IL-8、IL-10、IL-12及び TNF-a) 
の値はこれらの症例において上昇を認めたが、群間に有意差を認めなかった。SIRS患者においては、 
血漿好中球エラス夕ーゼ値が220 ng/ml以上になるとALI/ARDSを発症する可能性が高いと考えられ 
た。
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本研究は、SIRS患者においては、血漿好中球エラス夕ーゼ値がALI/ARDSの発症予測因子になる可 
能性を明らかにしており、ALI/ARDSの病態の解明並びに治療方法の開発に寄与すると考えられる。 
よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。
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